
 

 
 
 高齢者の社会的孤立を防ぎ、健康増進を図るため、高齢者の地域参加促進施策を拡充する。 
・区の高齢者人口 約１８万３千人（令和元年４月現在）→ ６５歳以上の高齢者のうち働いている区民 ４４，８５５人（平成２７年国勢調査） 
・家族を含む他人とあいさつや会話をする程度が２週間に１回以下の高齢者 約５，０００人 
   
         
                                                        
                                                                       
 
 

 

                                                                         
 
 

 
 
 
 
 
 

                                 
                                                       
   
                                                  

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

〇創業支援事業計画に基づく創業支援の実施 

〇世田谷区シルバー人材センター 
◆健康で働く意欲がある 60歳以上の会員を対象に、就業を通じて生きがいと健康づくりをすすめている。 
◆会員数 3,063 名（10月末現在）平均年齢 75歳、就業率 80％  

高齢者の地域参加の促進施策の拡充 生活文化部、経済産業部 別紙 2 

○三軒茶屋就労支援センター（総合サービス拠点） 
◆主な事業︓キャリアカウンセリング、職業紹介、各種セミナー、労働相談、メンタルケア相談、求人開拓 等 
◆新規登録者数（H３０年度） 55 歳以上 313名（全体 1,233 名）、シニア向けセミナー18回、延 531名 
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○各種イベントの開催  
【拡充】面接会 ３回 

      セミナー ３回 
 

〇おたがいさま bank ◆ボランティア活動へのマッチングを行う人材バンク 登録会員数︓2,284 名（60 歳以上 約 20％ ※）※年齢は登録の必須要件でないため推計値 
〇高齢者向け講座、生涯大学 ⇒ 自主活動、地域活動 
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〇高齢者クラブ ◆団体数 93 団体  ◆会員数 9,426 名 

 

 

○【新規】「事業所見学付き面接会」の開催     予算額 5,003 千円 
人材不足産業の仕事の現場を見学し魅力を発信することで、希望職種の幅を拡げる 

人材不足 
（販売、清掃、介護） 

高齢者就労の課題 中小企業の課題 

サービス業などで高齢者の雇用が進んでいるが、 
高齢者の人材不足産業への就労意向は低い 

〇【新規】AI を活用した求人と求職のマッチング調整機能の研究   
       予算額 6,075 千円（令和 2年度検討、試行） 
高齢者の経験やニーズ等傾向と、単発や細かい仕事をもとに適性業務を
導くことや即時マッチング、魅せる求人開発などの研究 

〇職場環境整備支援 
事業 8,583 千円 

業務の棚卸しの中で切
り出した業務を、新たな
雇用にもつなげる。 

業務の見直しによる生
産性向上の必要性 

課題解決のための施策 （目標就労者数 １，０００名） 
※Ｈ３０年度実績 ハローワーク渋谷と産業振興公社での６０歳以上の区民就職実績 ８９６名 

経
済
産
業
部 

近所の短時間就労、在宅就労等多様な就労の創出 

高齢者が希望する仕事の量と種類が不足 〇【拡充】三茶おしごとカフェの高齢者求人開拓 予算額 5,075 千円 
     高齢者が希望する求人を重点的に開拓するため新たに増員 

多様な働き方を理解 ○【拡充】雇用問題連絡会議での情報共有（ハローワーク、労基、東商、社労士、シルバー、公社、区） 高齢者就労希望者の傾向把握 

高齢者雇用安定法 
６５歳定年 

政府７０歳までの 
就業確保措置へ 

〇世田谷区生涯現役ネットワークによる啓発 ⇒ 自主活動、地域活動 

 

 

保健福祉部・総合支所 
高齢福祉部 

あんすこ、社協、まちセン等によるソーシャルワーク、地域の力によるつながりや参加の場づくり 

介護予防の普及啓発、自主活動グループ支援、地域包括ケアにおける「支えあい」意識の醸成 介護予防 

地域包括ケア 

 

 生
活
文
化
部 

既存の活動団体（高齢者クラブなど）の高齢化が顕著にな
っており、新たな会員確保が進まない 

課題解決のための施策 

比較的若い高齢者の参加しやすい活動が少ない 

高齢者が持つ経験やスキルを地域で活かせる場が不足 

○【新規】有償ボランティアによる社会参加の促進 予算額 ３,000 千円 
地域の課題解決に高齢者を活用する事業の立ち上げ助成を行うことで、高齢者が地域に参加できる機会を増やす 
（高齢者クラブにおいて経験やスキルを活かした社会貢献型クラブ活動の立ち上げ支援 

○【新規】官民連携による高齢者の健康増進の支援（令和 2年度検討、試行） 
民間のスポーツクラブ等と連携し、高齢者が身近に出かけることができる場を増やす 

○世田谷ボランティア協会との連携強化  おたがいさま bank によるマッチングコーディネートの強化 

高齢者の社会参加の課題 
 

すでに社会的孤立や閉じこもり傾
向にある高齢者 

地域で活躍する高齢者自身が、支援を必要とする人を支え、地域参加を促す 
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